
記事担当： 

保健師 会田 
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第２２号 

【令和６年８月２３日 配布】 

発行：保健福祉課 健康推進係 

９月１０日～１６日は 

自殺予防週間です 

からだ 
□不眠、悪夢で苦しんでいる 

□食べる量（体重）が減った、もしくは増えた 

□元気がなく疲れている 

□小さなミスや忘れ物が増えた 

□頭痛や吐き気など、体調不良を訴えることが増えた 

 

こころ 
□自信を失っている 

□やたらに自分を責める 

□人付き合いを避けるようになった 

□不安感が強く、否定的なことばかり口にする 

□死にたい、消えたいと言う 

 

これらの症状が 2 週間以上、頻繁に続く場合は、うつ状態が心配されるので、 

早めの受診をお勧めします。 

人が自殺しようとする時、その多くが＂うつ状態＂にあります。うつ状態になる 

原因のほとんどが＂疲労＂によるものと言われています。 

家族・仕事・お金のことなど、日々過ごす中で生じる様々な疲れが積み重なって、

自覚のないまま心を消耗させていきます。 

 

令和 5 年の年間自殺者数は日本では21,837 人、北海道では1,052 人。 

その数は、同年交通事故死亡者数の約8 倍になります。近年では小中高生の自殺が 

増えています。 

日本では自殺対策基本法に基づき、毎年 9 月 10 日～16 日を「自殺予防週間」、 

毎年 3 月を「自殺対策強化月間」と定めて、国、地方公共団体、関係団体などが啓発

活動をしています。 
 

裏面へ 
 

℡ 0146-47-2113 

参考：厚生労働省・警察庁ホームページ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一人で悩まず、 

ご相談ください 


